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◆主な内容◆
2【特集】梅沢富美男　五戸で舞う
4主な出来事
7国民健康保険からのお知らせ
�五戸総合病院医師一覧・文芸ごのへ
�情報ステーション
�図書館新着Books・ごのへ★スポーツナビゲーション

　太陽の光がキラキラと跳ね返る五戸川で、ヤマ
メ・イワナ稚魚放流会が開催された。当日は町内
の園児たちが放流のお手伝い。川辺に並び、「大き

くなって、かーえれ！」を合言葉に、いっせいに
放流。稚魚は子どもたちの声が聞こえたかのよう
に、元気に泳ぐ姿を見せていた。
　これから先、何十年後も魚が住み着き、子ども
たちの笑顔が溢れる自然豊かな五戸川であること
を願う。
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６
月
24
日
（
土
）、
梅
沢

富
美
男
劇
団
の
五
戸
町
特

別
公
演
が
町
立
公
民
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
前
に
は
青
森
朝
日

放
送
の
情
報
番
組
「
ハ
ッ

ピ
ィ
」
の
生
放
送
に
出
演
。

五
戸
の
名
産
「
倉
石
牛
」
と

「
ア
ピ
オ
ス
」
を
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
も
、
い
つ
も
の
梅
沢
節

を
披
露
し
、
笑
い
を
誘
い
ま

し
た
。
生
中
継
が
終
わ
る
と
、

見
学
に
来
て
い
た
子
ど
も
た

ち
と
笑
顔
で
記
念
撮
影
。
梅

沢
さ
ん
の
人
情
溢
れ
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
公
演
は
昼
と

夜
の
２
回
公
演
。
そ
れ
ぞ
れ

歌
あ
り
芝
居
あ
り
梅
沢
富
美

男
の
女
形
あ
り
の
豪
華
３
部

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
会
場

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

梅
沢
さ
ん
は
「
青
森
県
の

全
市
町
村
で
の
公
演
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
青
森
県
の
活
性
化
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
る
姿
勢
に

感
謝
し
、
い
つ
か
ま
た
も
う

一
度
、
五
戸
町
を
訪
れ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
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主 な 出 来 事

第
１
回
五
戸
町
民
大
学
講
座

　

６
月
20
日
（
火
）、「
第
１
回
五

戸
町
民
大
学
講
座
」
が
町
立
公
民

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
教
育
長
（
６
月
31
日
退

任
）
は
「
大
学
講
座
に
参
加
し
学

ぶ
こ
と
で
心
の
財
産
を
増
や
す
こ

と
が
大
事
で
あ
る
」
と
語
り
、
来

年
３
月
ま
で
10
回
開
催
さ
れ
る
大

学
講
座
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
で
は
佐さ
と
う藤

千ち

え

こ
恵
子
氏
（
八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学

部
教
授
）
を
お
迎
え
し
て
「
長
寿

の
秘
訣
は
食
料
自
給
率
１
１
８
％

の
青
森
県
の
食
材
に
あ
り
！
」
と

い
う
演
題
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
時
に
は
笑
顔
あ
り

時
に
は
真
剣
な
表
情
で
佐
藤
氏
の

講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

激
闘
!!
郡
中
体
連
夏
季
大
会
!!

　

６
月
17
、
18
日
、
今
年
で
66
回

目
を
迎
え
る
今
大
会
に
は
総
勢

１
、６
５
８
名
の
選
手
た
ち
が
集

ま
り
日
々
の
練
習
の
成
果
を
ぶ
つ

け
合
い
ま
し
た
。

　

五
戸
中
学
校
３
年
、
中な
か
の野
広ひ
ろ
き貴

さ
ん
は
「
サ
ッ
カ
ー
部
は
14
連
覇

を
目
指
し
て
全
力
で
闘
い
た
い
。

入
場
行
進
で
は
旗
手
と
し
て
五
中

の
仲
間
を
引
っ
張
り
、
郡
で
１
番

の
行
進
を
見
せ
た
い
。」
と
語
り
、

息
の
合
っ
た
行
進
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
各
競
技
会
場
に
移

動
し
、
県
大
会
、
全
国
大
会
を
目

指
し
、
直
向
に
頑
張
る
姿
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

わ
っ
ち
!!
生
中
継　

　

in
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ

　

６
月
19
日
（
月
）、
青
森
テ
レ

ビ
の
情
報
番
組
「
わ
っ
ち
!!
」
の

生
中
継
が
、
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

倉
石
小
学
校
「
コ
イ
の
放
流
」

　

７
月
７
日
（
金
）、
倉
石
小
学

校
の
児
童
た
ち
は
、
水
の
張
っ
た

田
ん
ぼ
に
１
７
０
匹
の
鯉
と
50
匹

の
金
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

倉
石
小
学
校
で
は
体
験
型
学
習

　

番
組
内
で
は
ふ
れ
あ
い
市
ご
の

へ
の
人
気
商
品
ベ
ス
ト
３
を
発

表
。
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
は
、
１
位

キ
ャ
ベ
ツ
、
２
位
時
田
さ
ん
の
卵

焼
き
、
３
位
大
釜
と
う
ふ
店
の
手

作
り
生
ど
う
ふ
と
な
り
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
３
の
中
に
は
皆
さ
ん
も
一

度
は
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
で
買
っ

た
こ
と
の
あ
る
商
品
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
生
中
継
で
は
五
戸
町
の

食
材
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
た
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

の
一
貫
と
し
て
米
を
育
て
る
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、
青
空
の
下
で
の

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鯉
を
放
つ
の
は
五
戸
町
の
昔
な
が

ら
の
方
法
で
、
鯉
が
稲
の
根
元
を
つ

つ
く
こ
と
で
中
干
し
の
役
目
を
果
た

し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
鯉

の
放
流
を
行
う
児
童
か
ら
は
元
気

な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
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主 な 出 来 事

よ
う
こ
そ
！
五
戸
町
役
場
へ

　

７
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
に

渡
り
五
戸
中
学
校
の
生
徒
４
名
が

五
戸
町
役
場
へ
職
場
体
験
に
き
て

く
れ
ま
し
た
。

　

役
場
企
画
振
興
課
で
の
職
場
体

験
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

番
組
づ
く
り
体
験
の
一
貫
と
し

て
「
五
戸
町
の
い
い
と
こ
ろ
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
動
画
の
企
画
・
作

成
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

動
画
を
作
り
た
い
か
を
話
し
合

い
、
ま
と
ま
っ
た
案
を
も
と
に
、

英
語
指
導
助
手

　

キ
ム
・
ミ
ナ
先
生　

送
別
会

　

７
月
11
日
（
火
）、
ア
ピ
ル
五

戸
に
て
英
語
指
導
助
手
キ
ム
・
ミ
ナ

先
生
の
送
別
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ナ
先
生
は
五
戸
町
教
育
委
員

会
に
５
年
間
勤
務
し
、
管
内
の
小

中
学
校
で
英
語
を
指
導
し
、
町
内

の
行
事
に
も
多
く
参
加
し
、
笑
顔

で
会
場
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ナ
先
生
の
挨
拶
で
は
「
私
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
、

私
を
育
て
て
く
れ
た
五
戸
町
に
感

謝
し
た
い
で
す
。
五
戸
町
に
こ
れ

て
よ
か
っ
た
。」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ミ
ナ
先
生
は
い
つ
も
笑

顔
で
五
戸
町
に
元
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
五
戸
町
を
出
て
も
、

ま
た
ど
こ
か
で
、
笑
顔
で
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
田
植
え
・
田
の
草
取
り　

　
　
　
　

唄
と
踊
り
」
を
披
露

　

７
月
12
日
（
水
）、
五
戸
町

連
合
婦
人
会
（
川か
わ
さ
き﨑
由ゆ

き

こ

希
子

会
長
）
は
町
立
公
民
館
を
会
場 

に
、
同
会
が
継
承
に
取
り
組
ん

で
い
る
町
の
無
形
民
俗
文
化
財 

「
田
植
え
・
田
の
草
取
り
唄
と
踊

り
」
を
観
客
に
披
露
し
、
今
年
で

40
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
田
植
え
・
田
の
草
取
り
唄
と

踊
り
」
は
、
明
治
９
年
７
月
、
東

北
地
方
巡
幸
で
五
戸
に
宿
泊
し
た

明
治
天
皇
が
出
立
の
際
に
、
川
原

町
地
区
の
水
田
で
唄
と
踊
り
を
披

露
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
川
﨑
会
長
は
「
毎
年
７

月
12
日
は
明
治
天
皇
が
五
戸
町
に

来
た
日
だ
ね
、
と
町
民
の
方
々
に

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
広
め
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
寸
劇
を
交
え
て
の

「
田
植
え
・
田
の
草
取
り
唄
と
踊

り
」
の
披
露
。
第
二
部
で
は
明
治

天
皇
巡
幸
か
ら
１
４
１
年
を
迎
え

て
の
写
真
紹
介
と
各
支
部
婦
人
会

の
演
芸
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
に
出
て
撮
影
。
撮
影
し
た
シ
ー

ン
に
声
を
吹
き
込
み
、
動
画
を
編

集
。
生
徒
た
ち
は
こ
の
短
時
間
で

２
本
の
動
画
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
役
場
の
仕
事
に
は

事
務
仕
事
以
外
に
も
こ
ん
な
仕
事

も
あ
る
ん
だ
と
、
驚
き
の
表
情
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

書
道
研
究
無
門
会
、
藤ふ
じ
む
ら村
誠ま
こ
と

様

よ
り
、
２
０
１
０
年
12
月
、
東
京

六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
行
わ

れ
た
、
第
23
回
国
際
架
橋
書
展
の

入
賞
作
品
、
計
９
枚
を
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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　どの適用区分に該当するかは、被保険者証、高齢受給者証又は、限度額認定証でご確認いただけます。

　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支払いいただいた分を払い
戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。
　平成 29 年 8 月から、70 歳以上の人の上限額が下表のように変わります。

適用区分 外来 + 入院（世帯ごと）外来
（個人ごと）

現
役
並
み

課税所得
145 万円以上の人 44,400 円

80,100 円
+（医療費－ 267,000 円）× 1％
（多数回 44,400 円※２）

一

般
課税所得
145 万円未満の人（※ 1）12,000 円 44,400 円

住
民
税
非
課
税

Ⅱ住民税非課税世帯
 

 8,000 円
24,600 円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

15,000 円

外来 + 入院（世帯ごと）外来
（個人ごと）

57,600 円
80,100 円

+（医療費－267,000円）×1％
（多数回 44,400 円※２）

14,000 円
（年間上限
14万4,000円）

57,600 円

（多数回 44,400 円※ 2）

  

8,000 円

24,600 円

15,000 円

平成 29 年７月まで 平成 29 年 8 月から

※ 1 世帯収入の合計額が 520 万円未満（1 人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が
　　　210 万円以下の場合も含みます。
※ 2 過去 12 ヶ月以内に 3 回以上、上限額に達した場合は、4 回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

医療保険制度の見直し　早わかり Ｑ Ａ＆
支払い上限額の見直しについて

　Ａ高齢者と若者の、世代間の公平を図るためです。
　　医療費の負担の上限額は同じ年収であっても、高齢者のほうが若者世代よりも低く設定されてい
　　ます（下表）。世代間の公平を図るため、高齢者のうち負担能力のある人には、ご負担をお願いします。
　　上限額の比較　※ 70 歳以上の人の上限額は、平成 29 年 7 月診療分までのものです。

70 歳以上の人 年収 69 歳以下の人
外来（個人ごと） 約 80,100 円

（44,400 円）
約 370 万円以上の人

約 252,600 円（140,100 円）

44,400 円 約 167,400 円（ 93,000 円）
約 80,100 円（ 44,400 円）

12,000 円 44,400 円 約 370 万円までの人 57,600 円（ 44,400 円）

  8,000 円
24,600 円 住民税非課税世帯

35,400 円（ 24,600 円）
15,000 円 住民税非課税世帯

（所得一定以下）

Ｑなぜ高額療養費を見直すのですか？

　Ａ窓口で支払う医療費は、その月にどのくらい医療費を受けるか、そしてその月の医療費が上限額に
　　達するかどうかによります。医療費の上限額は、収入に応じて決まります。８月からご自身の上限
　　額がいくらになるかについては、ご加入の保険者にお問い合わせください。

Ｑ 70 歳以上なのですが、私は、8 月から窓口で支払う医療費が増えるのですか？

　これまで、国民健康保険の財政運営や、被保険者資格の管理などは市町村単位で行っていましたが、
平成30年度から都道府県単位に変更します。この変更で、同一県内で他の市町村に引越した場合でも、
引っ越し前と同じ世帯であることが認められれば、高額療養費の該当回数のカウントが引き継がれま
す。これによって、上表にある「多数回（44,400 円）」に該当しやすくなるため、被保険者の皆さま
の負担額が下がります。※窓口は、これまでどおりお住まいの市町村の国保担当です。

国民健康保険に加入されている皆さまへ

問役場住民課　☎ 62－ 2111　内線 116

70 歳以上の方の上限額（月ごと）

平成29年 8月から、
高額療養費の上限額が変わります

高額療養費制度とは、
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　現在お使いの高齢受給者証は、平成 29 年 7 月 31 日が
有効期限となっていますので、8 月 1 日から使用できる
新しい受給者証を、7 月中旬に住所地へ郵送いたしました。
　新しい受給者証の有効期限は、平成 30 年 7 月 31 日と
なります。ただし、この期限までに 75 歳の誕生日を迎え
る人は、誕生日の前日となります。75 歳からは後期高齢
者医療制度で医療を受けることになります。
　有効期限切れとなった受給者証は役場、各支所、五戸総
合病院へ返却してください。
■高齢受給者証とは？

　国民健康保険高齢受給者証は、後期高齢者医療制度加入
者を除く 70 歳から 74 歳の人に交付されるものです。
　受給者証には、世帯の平成 28 年中の所得の状況等に
応じて、1 割、2 割、3 割のいずれかの自己負担割合が
記載されています。
　医療機関等で受診される際は、「国民健康被保険者証」
と「高齢受給者証」の両方を必ず提示してください。

新しい「高齢受給者証」を郵送しました

「限度額適用認定証」と「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付・更新申請について

交
付
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
の

記
載
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

記　号 番　号

世
帯
主

住　　所

氏　　名
男
・
女

対
象
被
保
険
者

氏　　名
男
・
女

生年月日 　　　　　　　　年　　月　　日

一　部　負　担
金　の　割　合

発　効　期　日 　　　　　　　　年　　月　　日

有　効　期　限 　　　　　　　　年　　月　　日

 　保険者番号並

 　びに保険者の

 　名称及び印

国民健康保険高齢受給者証
交付年月日　29 年 8 月 1 日

0 2 0 5 9 4
印

五 戸 町

　適用開始日は、70歳の誕生日の翌
月の初日（1日が誕生日の方は誕生月）
となります。
＜例＞
　8月1日が誕生日⇒　8月から
　8月2日が誕生日⇒　9月から

■「限度額適用認定証」と「限度額適用・標準負担額減額認定証」とは？

　　「限度額適用認定証」は住民税課税世帯に、「限度額適用・標準負担額減額認定証」は住民税非課税世帯の人に
　申請により交付されるもので、この認定証を医療機関等に提示することで、窓口での支払いが自己負担限度額ま
　でとなり、一度に多額の現金を用意する必要がなくなります。
　　ただし、入院時の食事代については、別途お支払いいただきます。（住民税非課税世帯の人は入院時の食事代
　も減額となります。）
■申請できる人

70 歳未満の場合 70 歳以上の場合

 申請できます。 同一世帯の世帯主と国民健康保険加入者全員が
住民税非課税の場合に限り申請できます。

※ 1　「限度額適用認定証」と「限度額適用・標準負担額減額認定証」は申請によって交付されますので、必要と
　　　なる人は役場住民課で申請してください。
※ 2　既に交付を受けている人で、引き続き認定証が必要な人は、再度（8 月以降）申請が必要となります。
※ 3　国民健康保険税に滞納があると、認定証の交付ができない場合があります。この場合、高額療養費貸付制度
　　　をご利用ください。
■申請に必要なもの

　・国民健康被保険者証（認定証の交付を受ける人の保険証）
　・世帯主の印鑑（認印）
　・過去 1 年間で 91 日以上の入院があった住民税非課税世帯の人は、入院日数のわかる領収書等
　・世帯主及び対象者のマイナンバーのわかるもの

問い合わせ先　　役場住民課（国保班）　TEL 62－ 2111（内線 115 ～ 117）
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平成 29 年 8 月 1 日から重度心身障害者
　　　　　　　　　医療費助成制度が変わります。
（国民健康保険・社会保険に加入している方）

〈改定内容〉
　国の高額療養費制度の見直しに伴い、平成 29 年 8 月 1 日より、住民税課税世帯の人（１割負担）の一部負担金額

（現在、上限月額：外来のみ 12,000 円、入院含み 44,400 円）が以下のとおり変更となります。
　なお、住民税非課税世帯（負担割合 0 割）の人についてはこれまでと変更はございません。
　【平成 29 年 8 月 1 日診療分より】　

区分 65 歳未満 65 歳以上
（後期高齢除く）

住民税課税世帯
1　割

上限月額
外来 14,000 円（年 14.4 万円）
入院 57,600 円（多数該当 44,400 円）

助成の対象外

低所得者（住民税非課税世帯） 自　己　負　担　な　し

〈医療機関窓口における支払い〉
①国民健康保険・社会保険適用者で、重度心身障害者医療費受給者証の「一部負担金の割合」欄が「なし」の場合は、
　医療機関窓口において支払いはありません。（現行どおり）
②国民健康保険・社会保険適用者で重度心身障害者医療費受給者証の「一部負担金の割合」欄に「1 割」と記載さ
　れている場合は、1 ヶ月に自己負担限度額（外来のみで 14,000 円、入院を含み 57,600 円）を超えたときは申請
　により超えた額の助成が受けられます。

〈助成方法〉
　受給者の医療費の助成方法は次のとおりです。（現行どおり）

後期高齢者医療保険適用者 償還払い

国民健康保険
社会保険適用者

住民税課税世帯 現物給付
（窓口精算）

1 割払い（2 割現物給付）

低所得者
（住民税非課税世帯） 窓口払いなし

問役場福祉保健課　☎ 62 － 2111　内線 138　FAX 62 － 2216

五戸町若者定住支援事業補助金をご活用ください
「五戸町若者定住支援事業補助金」の活用についてお知らせします。
　町では、若者移住定住を促進するために、五戸町内の民間賃貸住宅に入居する若者夫婦世帯に対し家賃の一部を補助しま
す。対象世帯の基準などは次の通りです。
　1　対象となる若者夫婦世帯
　　①　町内に 2 年以上継続して定住を確約できる若者夫婦世帯（夫婦のいずれか又は両方が満 18 歳以上満 40 歳未満）。
　　②　五戸町に住所を有し町内の民間賃貸住宅に居住している若者夫婦世帯。
　2　支給期間
　　平成 29 年 4 月 1 日から平成 32 年 3 月 31 日までとします。
　　※毎年度申請が必要です。
　3　支給金額
　　月額最大 2 万円
　　（ただし、昨年度以前にも同様の補助を受けており、補助を受けた月数が通算で 36 ヶ月を超えた場合はそれ以降は月額　
　　 最大 1 万円となります。）
　4　平成 29 年度前期申請（4月～ 9月）をされる若者夫婦世帯は、平成 29 年 9 月 29 日までに申し込みください。
　　　このほか、条件がいくつかございますので詳細は、五戸町ホームページ、ごのへチャンネル（ケーブルテレビ）、又は、
　　担当課まで問い合わせください。
　問役場地方創生推進室　☎ 62 － 2111　内線 227
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1．募集する住宅
団　地　名
（所在地） 構造 部屋号 戸数 入居人数 規　　　　模 最低家賃

ひばり野団地
（豊間内字地蔵平）

木造
二階建

　5 号
42 号
53 号

3 戸 3 人
以上

＜3DK＞
（1F）居間8帖1室・台所8帖・浴室・洗面脱衣所・
　　 トイレ・ケーブルテレビ・物置
（2F) 和室 6帖1室・浴室6.5 帖 1室

21,700 円

～

23,000 円
木造

平屋建 60 号 1 戸 2 人
以上

＜2DK＞
和室6帖1室・洋室7.5帖1室・台所7.5帖・浴室・
洗面脱衣所・トイレ・ケーブルテレビ・物置

15,900 円

二本柳団地
（二本柳）

木造
平屋建

101 号
128 号
129 号

3 戸 3 人
以上

＜3DK＞
居間8帖1室・台所8帖・和室8帖1室・洋室6帖1室・
浴室・洗面脱衣所・トイレ・ケーブルテレビ・物置

19,400 円

～

19,900 円
荒町団地

（観音堂）
木造

平屋建

　4 号
12 号
18 号

3 戸 2 人
以上

＜2DK＞
和室6帖1室・洋室6帖1室・台所7.5 帖・浴室・
洗面脱衣所・トイレ・ケーブルテレビ・物置

14,200 円

上記表示の家賃は最低金額です。収入金額・部屋によって家賃が変わります。
●敷　　　金　家賃の 3 ヶ月分　※別途共益費がかかります。（年額 3,600 円）
●連帯保証人　申請者と同程度以上の収入を有する人
2．募集期間
　平成 29 年 8 月 1 日（火）～平成 30 年 3 月 30 日（金）
　※募集期間内であっても、入居者が決定した住宅から、順次受付を終了します。
3. 申請書の配布場所
　五戸町役場 2 階建設課・川内支所・浅田支所・倉石支所
4. 申込方法
　申込書と添付書類を五戸町役場 2 階建設課へ提出（土日及び祝祭日を除く、平日 8 時 15 分～ 17 時）
5. 申込資格
　①現に住宅に困窮していること。
　②市町村民税等を滞納していないこと。
　③現に同居、又は同居しようとする親族がいること。
　④控除後の収入月額 15.8 万円を越えないこと。（同居する家族全員の所得が家賃算定の対象額となります）
　⑤暴力団員等でないこと。（世帯に暴力団員がいると入居できません）
　※暴力団員とは、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第 2 条第 6 号に規定する暴力団員
注）1　申請書は本人持参のこと
注）2　申請書記入の際、現住所、連絡先（電話）等を明確に記入すること。
問役場建設課　☎ 0178 － 62 － 2111　内線 243

　五戸町民運動会にご協力していただける
　　　　ボランティアスタッフを募集します！

　　五戸町教育委員会では町民全体で運動会の成功と、町民の町づくりへの参加の促進を目的とし、五戸町民運動会での

■対　象
　対象となるボランティア団体等は以下のいずれかに該当する団体又は個人とします。

（１）自主的に組織された団体又は町内に在住、在勤、もしくは在学する個人であること。
（２）町内に活動の拠点を有すること。
（３）原則として無償で社会に貢献する活動を行う団体又は個人であること。
（４）政治活動、宗教活動もしくは営利を目的とした活動を行う団体又は個人ではないこと。

■日時・場所
　平成 29 年 9 月 24 日（日）　8：00 ～ 15：30
　ひばり野公園　陸上競技場

■主な活動内容
　受付、用具・駐車場係、放送系、救護系、その他競技に関する係をお願いします。
　内容については、申込後にご相談の上、決定となります。また、当日までに 2 回程度の打合せを予定しています。

■申込み方法
　協力を希望する方は平成 29 年 8 月 30 日（水）までに、下記までお申し込みください。またメールや FAX でお申し込
みの場合は、氏名、ご住所、お電話番号、希望する内容をお知らせください。確認後、事務局からご連絡いたします。

■申込み先・お問合せ先
　【五戸町町民運動会事務局】
　　五戸町教育委員会　教育課　社会教育班（担当　横道）
　　TEL　62 － 7965　　FAX　62 － 2114
　　メールアドレス　shakaikyoiku@town.gonohe.aomori.jp

町営住宅 入 居 者 募 集 !!

　ボランティアスタッフを募集いたします。
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救急病院 平成 29 年 6 月 1 日から 22 時以降の救患で点滴を要する場合は、
入院とさせていただいています。
患者さんの安全と救急外来職員の負担軽減のためですので、
ご理解をお願いいたします。敷 地 内

全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 29 年 8 月 1 日現在

救急指定病院
問 五戸総合病院　☎６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ ○ ○ ○

安 藤 敏 典 院 長 ○
新 井 田 修 久 院 長 代 理 ○ ○ ９：００～消化器検査 ○午後消化器検査
岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
田 口 順 科 長 ○ ○ ○ ○
佐 藤 和 則 科 長 ○ ○午後消化器検査 ○ ９：００～消化器検査 ○
八戸市民病院 救命救急センター ○※第 4 のみ
応 援 医 師 弘 前 大 学 ９：００～消化器検査

【糖尿病外来】坂 本 拓 矢 八戸市民病院 ○
【糖尿病外来】崎 原　 哲 労 災 病 院 ○ 8/19 予約制
【糖尿病外来】松 橋 昭 夫 公立置賜長井病院 ○ 8/4・18 予約制
【循環器内科】三 浦 昌 人 東北大学教授 ○ 8/10 予約制 ○ 8/4・18・25 予約制
外 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ 午後　乳腺・甲状腺外来

安 藤 敏 典 院 長 ○ ○
佐 藤 龍 一 郎 医 長 ○ ○

【 泌 尿 器 科 】応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 8/4・18・25
産 婦 人 科 井 戸 川 敏 彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 東 北 大 学 ○ 8/28 ○ 8/23 ○ 8/24 ○ 8/4・25
小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 8/3・17 9:30 ～
整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 労 災 病 院 ○ 8/5・19
脳 神 経 外 科 深 瀬 栄 一 医 療 局 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○ 8/5・19・26 予約制
耳鼻いんこう科 袴 田 真 理 子 八 戸 市 ○ ○

佐 々 木 亮　弘 前 大 学 ○
高 畑 淳 子 弘 前 大 学 ○ 8/5・19

皮 膚 科 柿 﨑 彩 東 北 大 学 ○９：００～ ○９：００～
○診療日・担当医等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○糖尿病外来（第 3 土曜日）・・・・・・・・・受付時間　７：３０～１０：００
○糖尿病外来（第１・３金曜日）・・・・・・・受付時間　７：３０～１４：００
○小児科予約診療（月曜日～金曜日）・・・・・診療時間１５：００～１６：３０
　（ただし、健診等のため午後の診療をできない日がありますので、電話でご確認ください。)
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
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情報ステーション
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試
験
期
日

　

１
次　

平
成
29
年
９
月
18
日（
月
）

　

※
２
次
・
３
次
あ
り

自
衛
官
等
募
集
②

■
募
集
種
目　

　

一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

通
年

■
試
験
期
日　

随
時（
受
付
時
に
通
知
）

自
衛
官
等
募
集
③

■
募
集
種
目

　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
：
陸
）

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

～
９
月
15
日
（
金
）　

■
試
験
期
日

　

平
成
29
年
９
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

～
10
月
３
日
（
火
）

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。）

自
衛
官
等
募
集
④

■
募
集
種
目

　

予
備
自
衛
官
補（
技
能
：
陸
・
海
）

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
者（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
あ
り
）

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

～
９
月
15
日
（
金
）

■
試
験
期
日

　

平
成
29
年
９
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

～
10
月
３
日
（
火
）

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。）

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　

八
戸
地
域
事
務
所

☎
45

－

１
９
２
０

　

消
防
士（
Ｂ
）［
短
大
卒
・
高
校
卒
］

　
　

６
名
程
度

■
試
験
日

　

平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）

■
受
験
申
込
期
間

　

平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　

～
８
月
18
日
（
金
）

　

受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
八
戸
消
防
本
部
総
務
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
八
戸
消
防
本
部　

総
務
課

☎
０
１
７
８

－

44

－

２
１
３
２

H
P

（http://www.city.hachinohe.aomori.jp/koiki/

）
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
県
税
の

特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
被
災
し
た
自
動
車
や
不

動
産
（
土
地
、
家
屋
）
に
代
わ
る

自
動
車
や
不
動
産
を
取
得
し
た
と
き

は
、
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税
や

不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
特
別
区

域
法
に
基
づ
く
復
興
推
進
計
画
に

定
め
ら
れ
る
八
戸
市
、
三
沢
市
、

お
い
ら
せ
町
及
び
階
上
町
の
一
部

地
域
で
、
こ
れ
ら
の
市
町
か
ら
指

定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

雇
用
・
募
集

税
金

自

衛

官

募

集

東
日
本
大
震
災
に
係
る
県
税

の
特
例
措
置
等
の
お
知
ら
せ

　
平
成
29
年
度
消
防
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
数

　

消
防
士
（
Ａ
）［
大
学
卒
］

　
　

３
名
程
度

消

防

職

員

採

用

試

験

　

個
人
事
業
税
は
、物
品
販
売
業
、

請
負
業
、
不
動
産
貸
付
業
、
医
業
、

理
容
業
な
ど
の
事
業
を
営
む
個
人

の
方
に
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と

に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

８
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
８

月
と
11
月
の
二
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
一
期
分
の
納
期
限
は

８
月
31
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
お
近

く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金

融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
個
人
事

業
税
」と
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部　

課
税
第
一
課

☎
27

－

５
１
１
１　

内
線
２
１
０

個
人
事
業
税
に
つ
い
て

法
人
事
業
税
や
不
動
産
取
得
税
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
三
八
地
域
県
民
局

県
税
部
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、県
税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

☎
27

－

４
４
５
５

県
税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

）

■
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

五
戸
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

臨
時
調
理
員　

１
名

■
応
募
資
格

　

五
戸
町
在
住
の
方
で
概
ね
40
歳

ま
で
の
調
理
の
で
き
る
健
康
な
人

■
雇
用
期
間

　

平
成
29
年
10
月
１
日
（
日
）

　
　

～
30
年
３
月
31
日
（
土
）

　
（
期
間
更
新
あ
り
）

■
賃
金

　

日
額
６
、１
０
０
円

　

雇
用
保
険
・
社
会
保
険
あ
り

■
面
接
の
日
程
及
び
場
所

　

申
込
者
に
直
接
通
知

町
臨
時
調
理
員
募
集

■
申
込
期
間

　

平
成
29
年
８
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

～
８
月
18
日
（
金
）

■
申
込
方
法

　

所
定
の
受
験
申
込
書
及
び
履
歴

書
を
五
戸
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書
用

紙
は
五
戸
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

問
五
戸
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
61

－

６
３
１
１



広報ごのへまち・2017-07 12

情報ステーション

　

五
戸
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
で
は
、

た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
マ
イ
ボ
ー
ル
を
お
持
ち
の
方
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
が
好
き
な
方
、
何
か

運
動
を
始
め
た
い
方
な
ど
、
多
数

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜

日
に
、
十
和
田
イ
ー
グ
ル
ボ
ウ
ル
で

例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者

の
方
に
は
指
導
も
行
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
五
戸
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会　

村
上

☎
０
９
０

－

２
２
７
９

－

６
７
２
４

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
員
募
集

■
児
童
扶
養
手
当

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る

母
、
又
は
監
護
し
、
か
つ
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
父
、
も
し
く
は

父
母
に
監
護
等
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
養
育
者
に
対
し
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
支
給
要
件

　

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
、
父
又
は
母
が
死

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

亡
、
生
死
不
明
の
児
童
、
父
又
は

母
が
重
度
の
障
が
い
状
態
に
あ
る

児
童
、
父
又
は
母
が
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童
、
父
又
は
母
か

ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
又
は
身
体
に
障
が
い
（
１

級
及
び
２
級
に
該
当
）
を
有
す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
及
び
養

育
し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
特
別
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
愛

護
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　

父
又
は
母
が
障
が
い
児
を
監
護

し
て
い
る
場
合
、
父
母
が
い
な

い
、
も
し
く
は
父
母
が
監
護
し
て

い
な
い
場
合
で
、
父
母
以
外
の
方

が
養
育
し
て
い
る

※
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童

扶
養
手
当
は
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
一
定
の
所
得
を
超
え

る
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合
や
児
童
が
施
設
に
入
所

し
て
い
る
等
の
場
合
は
、
手
当

て
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
３
９

福
祉

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
に
つ
い
て
は
自
動
更
新
（
有

効
期
間 

平
成
29
年
10
月
１
日
～
平

成
30
年
９
月
30
日
）
と
な
り
ま
す
。

原
則
、
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
に
つ
い
て
は
更
新
申
請
手
続

き
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
現
在
お
持
ち
の
受
給

者
証
に
変
更
（
保
険
証
の
内
容
・

世
帯
の
所
得
状
況
の
変
更
等
）
が

生
じ
る
際
は
更
新
申
請
手
続
き
の

必
要
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
対
象
の
方
に
は
通
知
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
方
（
平
成
16

年
10
月
以
降
に
交
付
を
受
け
た
場

合
は
、
交
付
時
の
年
齢
が
65
歳
未

満
）
で
、
世
帯
の
所
得
等
が
一
定

以
下
の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
う
ち

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
。
直
腸
、
小
腸
機
能
障
害

③
愛
護
手
帳
（
療
育
手
帳
）
A

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
の
自
動
更
新
に
つ
い
て

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
３
８

福
祉

　

五
戸
町
で
は
、
自
殺
予
防
対
策

の
取
組
み
と
し
て
、
平
成
21
年
度

か
ら
青
森
県
立
保
健
大
学
の
協
力

の
下
に
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
診
断
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
左
記
の
年
齢
の
方

が
対
象
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
期
間

　

平
成
29
年
９
月
上
旬
～
10
月
中
旬

■
対
象

　

今
年
度
内
に
、
40
・
45
・
50
・

55
・
60
歳
に
な
ら
れ
る
方

■
問
診
票
の
配
布
・
回
収

　
郵
送
で
行
い
ま
す
。

問
役
場
福
祉
保
健
課
（
保
健
師
）

☎
62

－

７
９
５
８

「
こ
こ
ろ
の
健
康
診
断
」

実

施

の

お

知

ら

せ

お

知
ら
せ

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

に
つ
い
て
の
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、

バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

い
て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　

ま
た
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し

て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急

ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち
に

な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
吊
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り

お
つ
か
ま
り
下
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

　
（
公
社
）
青
森
県
バ
ス
協
会

☎
０
１
７

－

７
３
９

－

０
５
７
１

　

平
成
29
年
11
月
３
日
（
金
）
か

ら
町
立
公
民
館
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
る
「
五
戸
町
産
業
と
文
化
ま

つ
り
」
文
化
部
門
（
舞
台
発
表
お

よ
び
作
品
展
示
）
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
人
は
、
平
成
29
年
９
月
１

日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
９
月
に
事
前
会

議
を
行
い
ま
す
の
で
申
し
込
ま
れ

た
方
は
忘
れ
ず
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

問
教
育
委
員
会
教
育
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
５
１
９

産

業

と

文

化

ま

つ

り

文
化
部
門
へ
の
参
加
に
つ
い
て
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■
そ
の
他

　
ご
来
場
者
に
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

問
馬
淵
川
流
域
下
水
道　

指
定
管

理
者
（
公
財
）
青
森
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー　

馬
淵
川
事
業
所

☎
29

－

１
６
５
２

お

知
ら
せ

馬

淵

川

浄

化

セ

ン

タ

ー

見

学

会

の

開

催

　

毎
年
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
馬
淵
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の
一
環
と

し
て
、
広
く
下
水
道
へ
の
関
心
と

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

左
記
の
日
程
で
当
施
設
の
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
町
民
皆
様
の
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
平
成
29
年
９
月
９
日（
土
）、10
日（
日
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

八
戸
市
河
原
木
字
蓮
沼
１

－

21

　
馬
淵
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

処
理
施
設
見
学
、
微
生
物
観
察

コ
ー
ナ
ー
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
パ
ネ

ル
展
、汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

■
支
給
の
目
的

　

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
70
年
に

当
た
り
、
国
が
改
め
て
戦
没
者
等

の
ご
遺
族
に
対
し
て
弔
意
を
表
す

る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
支
給
内
容

　

戦
没
者
１
人
に
つ
い
て
額
面

25
万
円
の
記
名
国
債
で
支
給
さ

れ
、
５
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年

５
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、

（１）
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を
受
け
付
け
中
で
す

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

（２）
戦
没
者
等
の
子

（３）
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て

い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

（４） 

（１）
か
ら

（３）
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
等
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
。）

※
こ
れ
ら
以
外
に
も
、「
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
に
生
ま
れ
て
い

た
こ
と
」
等
、
様
々
な
要
件
が

あ
り
ま
す
。

■
請
求
手
続
き

　

請
求
用
紙
は
役
場
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
が
、
戸
籍
書
類
な
ど
の

必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
。

■
請
求
期
限　

　

平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）　

※
期
限
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
保
健
課　

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
３
６

　

青
森
県
と
五
戸
町
な
ど
八
戸
圏

域
８
市
町
村
は
「
こ
の
地
域
で
暮

ら
す
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
会

「
半
都
半
邑
の
楽
し
さ
」
を
開
き

ま
す
。
ゲ
ス
ト
か
ら
地
域
の
求
人

状
況
を
学
ん
だ
り
、
暮
ら
し
方
を

気
軽
に
話
し
な
が
ら
、
U
タ
ー
ン

や
地
元
就
職
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時

　

平
成
29
年
８
月
12
日
（
土
）

　

午
後
４
時
～
午
後
６
時

■
会
場

　

八
戸
市
十
三
日
町　

チ
ー
ノ
１
階

　

八
戸
工
業
大
学
産
学
連
携
プ
ラ
ザ

※
参
加
無
料
。
途
中
入
退
場
も
可

能
で
す
。

問
役
場
地
方
創
生
推
進
室

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
２
６

い
つ
か
、
こ
こ
で
暮
ら
す
！

半
都
半
邑
の
楽
し
さ
　
し
ご
と
編

五戸町
人口ビジョン
（推計）

国勢調査
（実績）

比較

年少人口
（0 ～ 14 歳） 1,582 人 1,689 人 107 人

生産年齢人口
（15 ～ 64 歳） 9,655 人 9,541 人 △ 114 人

老年人口
（65 歳以上） 6,149 人 6,203 人 54 人

計 17,386 人 17,433 人 47 人

　

五
戸
町
で
は
昭
和
35
年
を
ピ
ー

ク
に
人
口
は
減
少
し
て
お
り
、
近

年
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行

が
見
ら
れ
、
地
域
経
済
の
縮
小
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
の
低

下
な
ど
本
町
の
社
会
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度

五
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
国
勢
調

査
結
果
と
の
比
較
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

問
役
場
地
方
創
生
推
進
室

☎
62

－

７
９
５
３　

五
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

国

勢

調

査

の

比

較
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　肝臓がんの原因の９割が、ウィルス性肝炎だと言われています。
　しかし、肝炎に感染していても、自分では気がつかない場合がほとんどです。
　 肝炎検査は無料でできますので、一生に１回は検査を受け、肝臓がんを予防しましょう。

（対 象 者）　　 青森県民で過去に肝炎検査を受けたことがない人
（検査できる場所）

　その 1　　五戸町で実施する肝炎ウィルス検査　( ４０～７４歳まで )

　　　　　　　４か所の健診機関で実施しますので、福祉保健課へお問合せください。

　その 2　　県で委託している医療機関（県内１５６か所）

　　　　　　　町内では五戸総合病院・田中医院ですが、町外でも検査できます。

　　　　　　　委託医療機関かどうか直接電話でお問合せください。

　その 3　　青森県内の保健所

　　　　　　　一番近いのは三戸地方保健所（八戸合同庁舎）です。（☎２７－５１１１）

　　　　　　　検査日等、直接保健所へお問合せください。

【メディコトリム参加者募集】　◎薬に頼らない身体づくりを始めましょう！
　医師や栄養士、健康運動指導士等が食事と運動について意識改革と実践をサポートします。
日　時　：　１日目　平成２９年９月１４日（木）　１８：３０～２０：００
　　　　　  ２日目　平成２９年９月２８日（木）　１８：３０～２０：００
場　所　 ：　五戸町立公民館
対象者    ：　①健診等で肥満や血糖値などを指摘された人
　　  　　　 ②自分の健康づくりを始めたいと思っている人
内　容　：　講義と実技（１日目は体力測定も行います）
　　　　　   持参するもの…運動できる服装、スニーカー、タオル、水分　＊あれば健診結果表も。
申込先    ：　役場福祉保健課　保健衛生班　( ☎代 62-2111・直 62-7958）
　　　　    　※申込み期限：平成２９年８月３１日

　食生活改善推進員は、「私達の健康は私達の手で」を合言葉に、家族・友人・地域と健康づくりの輪
を広げる活動を行っています。養成講座に参加して、自分や家族、地域の皆さんへ健康づくりのための
ボランティア活動に参加してみませんか !?
　五戸町では 65 名のヘルスメイト（食生活改善推進員）が新しい仲間をお待ちしております。

対 象 者 全町民（講座終了後ボランティア活動ができる人）

※男性会員も募集しております。

約 20 時間の講義・実習

2,000 円（テキスト代）

平成 29 年 9 月 8 日（金）

役場福祉保健課　保健衛生班　TEL　0178 － 62 － 7958申 込 先

申込期限

受 講 料

内 容

※詳細日程については、申込者に後日お知らせします。

　食生活改善推進員は、食生活改善や食育の推進を地域で行うボラン
ティアです。全国約 17 万人の方が食を通じて健康づくりの担い手とし
て活躍しています。

 
 

 

健康づくり伝言板 ～健康知力アップ で 健康寿命アップ！～

今月のテーマ　「あなたが変われば未来が変わる」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あなたの行動が病気を防ぎます。

　メタボや肥満、コレステロールや血糖などが高めで困っている方々 　集合！

　肝臓がんを予防しよう　～　肝臓がんの死亡率　青森県ワースト１位　～

愛する家族の
ために頑張るぞ！
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◆図書館新着Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 19:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 8 月の休館日　7 日、14 日、21 日、28 日、31 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【今月のおすすめ】
薫風ただなか

（あさのあつこ / 著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
石久藩の藩学で心身に深い傷を負った新吾
は、庶民も通う薫風館で新たな友と学びを
得る。しかしある日、「薫風館にはお家を
害する陰謀が潜んでいる」と、父から間者
になるよう命じられ…。

ネズミのゆうびんやさんのなつやすみ
（マリアンヌ・デュブク / 作　偕成社）
ネズミのゆうびんやさんが、家族そろって
夏の大旅行にでかけます荷車には手紙や小
包がたくさん。そう、旅をしながら届ける
のです。砂漠にジャングル、火山の島に、
大都会…。配達先の家の中が覗ける楽しい
絵本。

■一般　■ヤングアダルト
ぐるぐる博物館 （三浦しをん）
好きなことだけで生きていく （堀江貴文）
図解いちばんよくわかる最新個人情報保護法 （辻畑泰喬）
肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい（西山耕一郎）
立体刺繍で織りなす、美しい花々とアクセサリー（アトリエＦ il）
リンゴを食べる教科書　健康果実のひみつ （丹野清志）
ダンボールで作れるかわいいキッズ家具＆おもちゃ （山田素子）
９マス将棋の本 （青野照市）
みみずくは黄昏に飛びたつ （川上未映子　村上春樹）
ドクター・デスの遺産 （中山七里）

■児童
とことん　孫正義物語 （井上篤夫）
科学の実験大図鑑 （ロバート・ウィンストン）
はまべでひろったよ （ひさかたチャイルド）
最強！はたらくスーパーマシンのひみつ（学研プラス）
動く貯金箱　コインを入れると動きだす楽しいしかけ貯金箱（ブティック社）
メアリと魔女の花 （メアリー・スチュアート）
文豪の怪談ジュニア・セレクション（星新一ほか）
ピンクのドラゴンをさがしています（あんびるやすこ）
ようかいえんのなつまつり （白土あつこ）
はなくそにんじゃ （よしむらあきこ）

【五戸ちゃんねる】
～ 8 月の見どころ（予定）～

●田植え・田の草取り　唄と踊り
　平成２９年７月１２日に町立
公民館で行われた明治天皇行幸
天覧記念行事「田植え・田の草
取り　唄と踊り」の様子をお伝
えします。

※７月１２日現在の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、

番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる １１ch）に
てご確認下さい。

　〝五戸ちゃんねる〟（11ch）は五
戸町ケーブルテレビにご加入の全
ての方々に無料で提供しています。
　五戸町ケーブルテレビは加入者
全員から集める使用料でその施設
の維持管理を行っております。
　五戸町ケーブルテレビの運営に
ついて、ご理解とご協力をお願い
します。
　なお、ケーブルテレビ使用料に
はＮＨＫ受信料・ＢＳ受信料等は
含まれておりません。各自でＮＨ
Ｋに受信料をお支払いください。

ごのへ★スポーツナビゲーション
★転倒・骨折予防講習会参加者募集！！「 転びにくい体をつくりましょう！」
　足腰に不安がある人、日頃転びやすいと感じる人、運動不足で足腰を鍛えたい人、
転倒や骨折によって、要介護状態とならないために、今からでも間に合う、ちょっ
としたトレーニングをやってみましょう。

　【日　時】　平成 29 年 8 月 27 日（日）　受付 9：30
　　　　　　10：00 ～ 12：00
　【場　所】　五戸町立公民館　小ホール、体育センター
　【講　師】　五戸すずかけ接骨院　新井田　一吏　氏
　【参加対象】　中高年者や高齢者に運動指導をしている人、転倒予防に興味のある人
　　　　　　介護従事者、概ね 50 歳以上で足腰に不安がある人や足腰を鍛えたい人
　【募集人員】　30 名（定員になり次第締め切り）
　【申込期間】　平成 29 年 7 月 25 日（火）～ 8 月 18 日（金）
　【その他】　動きやすい服装で、室内用シューズ、飲み物を各自持参してください。
　【申込先】　下記問合せ先に申込ください。

★閉館時間変更のお知らせ
月　日 行　事 施　設 閉館時間

 8/  5（土） ごのへ夏まつり
花火大会のため

五戸ドーム 午後 5 時
※延期の場合、トレ室のみ 21 時まで営業

ひばり野公園
プール

12 時
※延期の場合、6 日（日）休場

  8/ 14 （月）
  ～ 16 （水） お盆期間のため 五戸ドーム

・
倉石スポーツセンター

午後 5 時 9/  1 （金）
 ～  3 （日） 五戸まつりのため

【問合せ先】
　公益財団法人五戸町スポーツ振興公社
　五戸町スポーツクラブ
　☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

★8月休館日
　五戸ドーム：2 日、9 日、16 日、23 日、30 日
　倉石スポーツセンター：16 日
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五戸に参りやした！

出展希望の方は、
8 月 14 日 ( 月 )

締切です。

町 の 人 口
（前月対比）（前月出生数）

男 8,554 人 （－ 8） 4 人

女 9,229 人 （－ 11） 5 人

総人口 17,783 人 （－ 19）

世帯数 7,055 世帯（＋ 4）

平成 29 年 7 月 1 日現在



月日 行事名 時間 場所

8/31（木） 豊年祈願祭・安全祈願祭 16：00 ～ 17：00 稲荷神社
山車自由運行 17：00 ～ 20：00 各町内

9/1（金）
お
通
り

第 48 回五戸町小・中科学展   9：00 ～ 15：00 五戸町立公民館　体育センター
小・中学校鼓笛隊パレード   9：30 ～ 10：45 五戸小学校発　各町内
お神輿及び山車合同運行 13：00 ～ 17：30 稲荷神社発　各町内
アメリカンミュージック

〈ブルーグラス＆キングストンの夕べ〉19：00 ～ 20：30 歴史みらいパーク野外ステージ

2（土）
中
　
日

第 48 回五戸町小・中科学展   9：00 ～ 15：00 五戸町立公民館　体育センター
五戸地方小・中学校親善相撲大会   9：00 ～ 15：00 五戸小学校　相撲場
東京五戸会シニアサッカー交流戦 12：30 ～ 15：30 ひばり野公園　サッカー場
五戸まつり体験参加者歓迎交流会 17：00 ～ 18：30 アピル五戸
五戸町連合婦人会・柳永会社中・
若柳富千穂会合同流し踊り 18：10 ～ 19：15 天理教付近発　稲荷神社

山車夜間競演  19：15 ～ 20：30 商店街及び歴史みらいパーク駐車場

3（日）
お
還
り

第 48 回五戸町小・中科学展   9：00 ～ 15：00 五戸町立公民館　体育センター
歌と踊りの祭典及び大型バイク展示 13：00 ～ 13：50 中心商店街
お神輿及び山車合同運行（喧嘩太鼓）13：30 ～ 18：15 八幡宮発　各町内（薬王堂前）
第 17 回奥州よさ来いまつり 18：30 ～ 20：45 歴史みらいパーク駐車場

平成29年五戸まつり行事予定表 （ ）変更となる場合もありますので
予めご了承ください。

● 9/2（土）開催のまつり体験参加者歓迎交流会（会費制）並びに 3日（日）山車引っ張り体験も参加受付します。
　詳細については下記までお問い合わせください。申込み期限は 8月 21 日（月）まで。
●お知らせとお願い
　9/3（日）のお神輿・山車合同運行の喧嘩太鼓場所において、薬王堂さんの駐車場内は一部駐車制限があります。ご理解

とご協力をお願いいたします。また、まつり期間中のドローンの使用はご遠慮くださいますようお願いいたします。
●問い合わせ・申込先　
　五戸まつり実行委員会（五戸町観光協会内）　☎ 62 － 7155　ＦＡＸ 62 － 7160

今年もまつりが やってくる！！

　反射材は、５０メートル以上離れた車からでも
ライトを反射するので、ドライバーは早めに歩行
者の存在に気付くことができます。
　夕暮れ時や夜間に外出するときは、交通事故防
止のため、反射材用品を身につけましょう。

問役場総務課　☎ 62 － 2111（内線 215）

出かけるときは反射材をつけましょう



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。

小学６年生の保護者の皆さまへ

日 記念日等 行事等

17 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

18 金
● トコトコ教室（旧町内地区）  9：30 ～ 11：30

13：30 ～ 15：30 町立公民館

● とことん元気教室（又重地区）  9：30 ～ 11：30 倉石温泉

6 か月児健康相談（平成 28 年 12 月・平成 29 年 1 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

19 土 食育の日

20 日

21 月 ● トコトコ教室（川内地区）  9：30 ～ 11：30 瑞穂館

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

22 火 ● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館　児童室

23 水 ●
健康教室

「誤嚥性肺炎について～流動食を食べてみよう～」
10：00 ～ 10：30 五戸調剤薬局

24 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

25 金
● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター
● 移動献血  9：30 ～ 12：00 五戸町役場
● 移動献血 13：30 ～ 16：00 五戸総合病院

26 土

27 日 ● 転倒・骨折予防講習会 10：00 ～ 12：00 町立公民館　小ホール

28 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

29 火

30 水 4 か月児健康診査（平成 29 年 4 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

31 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

今月の納期

納期限 8 月 31 日（木）

町県民税 第 2 期

国民健康保険税 第 2 期

上下水道事業受益者負担金 第 1 期

　夏休みを利用して、二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種を受けましょう。
　乳幼児期に受けた三種混合予防接種の追加接種です。特に破傷風は、土
の中にいる破傷風菌から感染しますので、追加接種で免疫（抵抗力）を高
めておきましょう。
※お知らせ及び予診票は４月に個別通知しています。
問役場福祉保健課　保健衛生班　☎ 62－ 7958
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日 記念日等 行事等

1 火 県民交通安全の日 ● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

2 水
● 読書会 10：10 ～ 12：00 五戸町図書館

3 歳児健康診査（平成 26 年 4 月・5 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

3 木
● とことん元気教室（石沢地区）  9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

4 金 ● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

5 土
● 東北メディカル学院　オープンキャンパス  9：30 ～ 13：30（受付 9：00 ～）東北メディカル学院

● ごのへ夏まつり ひばり野公園

6 日 こども夏の映画会 13：30 ～ 14：30 五戸町図書館

7 月
● とことん元気教室（中市地区）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室
四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

8 火 ● 行政相談  9：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

9 水 ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

10 木
● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 12：00 地区巡回
● まち・カフェ 10：00 ～ 12：00 五戸総合病院
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

11 金 ● 代官坂の夕涼み会 15：00 ～ 16：30 五戸町図書館

12 土

13 日

14 月

15 火 高齢者交通安全の日

16 水 ● 斎場納骨供養 10：00 ～ 五戸町斎場

「CO2CO2（コツコツ）削減チャレンジ夏」の実施のお知らせ

　青森県では、家庭から排出される二酸化炭素の削減を目的として、「CO2CO2
（コツコツ）削減チャレンジ夏」を実施します。7 月から 8 月までを対象期間
として、節電等をはじめとしたエコアクション（環境配慮行動）に取り組み、
ウェブ又は応募用紙から報告すると、景品が当たるチャレンジ事業です。
■応募方法　「あおもりエコの環スマイルプロジェクト」ホームページをご覧　
　　　　　　ください。（「あおもりエコの環」で検索）
問 NPO 法人青森県環境パートナーシップセンター　☎ 017 － 721 － 2480

「代官坂の夕涼み会」開催のご案内
（あそびの広場・図書館共催）

■日時：８月１１日（金）　１５：００～１６：３０
■場所：図書館代官所前広場
■内容：代官坂のおとぎ会 、あそびの屋台、　
　　　　お化け屋敷など
■参加無料：お誘いあわせの上ご参加ください。

　　問五戸町図書館　☎ 61 － 1040

こども夏の映画会開催
■日時：①７月３０日（日）、②８月６日（日）　
　　　　（１３：３０～１５：００）
■場所：図書館視聴覚室
■内容：①鬼の子とゆきうさぎ　おじゃる丸　
　　　　　ｽﾍﾟｼｬﾙ「わすれた森のヒナタ」ほか
　　　　②モンスター・ハウス
■参加無料：お誘いあわせの上ご参加ください。
　　　　問五戸町図書館　☎ 61 － 1040
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第 10回「ふるさとあおもり景観賞」の実施のお知らせ
　青森県では、ふるさと青森の個性を活かした魅力ある景観形成に対する県民意識を高め、県内
の美しい景観づくりに寄与することを目的に、第 10 回「ふるさとあおもり景観賞」を募集します。
■応募方法
　県庁ホームページから応募票をダウンロードして必要事項を記入し写真を添えてメール（4MB
以内）又は郵送でお送りください。
■募集期間
　平成 29 年 6 月 1 日～平成 30 年 1 月 31 日
■応募先・問い合わせ先
　〒 030 － 8570　青森市長島一丁目 1 番 1 号　　青森県県土整備部都市計画課
　TEL 017 － 734 － 9681　メール toshikei@pref.aomori.lg.jp

日 記念日等 行事等

1 金 県民交通安全の日 ● 五戸まつり（お通り）

2 土 ● 五戸まつり（中日）

3 日 ● 五戸まつり（お還り）

4 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

5 火

6 水 四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

7 木
● とことん元気教室（倉石３地区合同）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

8 金
● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

10 か月児健康相談（平成 28 年 10 月・11 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

9 土

10 日 キッズスポーツフェスティバル 10：00 ～ 12：00 ひばり野公園　陸上競技場

11 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

12 火
● 暮らしの相談会 10：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

● 行政相談 13：00 ～ 16：00 倉石コミュニティセンター

13 水 1歳6か月児健康診査（平成28年2月・3月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

14 木
● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 12：00 地区巡回
● まち・カフェ 10：00 ～ 12：00 五戸総合病院
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

15 金 高齢者交通安全の日 ● トコトコ教室（旧町内地区）
 9：30 ～ 11：30

町立公民館
13：30 ～ 15：30

16 土


